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藤代研究室における「美」の表現の追究
美術や音楽など人間の創造的表現における美しさを計算論的に分析・評価し，合成に役立てることを目指す．

特に，人間が美しいと感じる要素を洗い出し，表現力を高められるような計算論的なアプローチを追究する

機械学習を用いた３Dアニメ風NPC自動生成

背景：NPCはゲーム世界の雰囲気の創出に重要であるが
現状のゲームはNPCの多様性が少なく，異なる
シーンで同一モデルを再利用

目標：多様で自然なアニメ風のNPCをリアルタイムで
自動生成

方法：NPCを品質分類するニューラルネットワークに基づく
キャラクタカスタマイズを実現

CA: Computational Aesthetics (2021)
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LinDA：都市景観の背景線画半自動生成システム

背景：漫画の線画背景素材は汎用性を重視しているため
漫画制作者の画風に馴染ませる加工が必要

目標：背景の汎用的素材から，作者独自の作画特徴を
反映した線画の生成を支援

方法：定量的に線分特徴を分類し，背景の線画素材の
線分を一括変換するアルゴリズムを開発
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深層学習を用いた書道作品における書体変換

背景：書道展において，書道初心者は様々な書体の識字や
書家の書道表現を汲み取ることが困難

目標：書道初心者を対象に，書道作品の鑑賞を支援
方法：CNNによる画像認識とGANによる画像生成を実装し

作品の鑑賞材料を提供
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SpiCa：フローエフェクト描画システム

背景：手描きのエフェクト作成は専門的知識と多大な労力が
必要．さらに，初心者が立体的な側面を意識して描画
することは困難

目標：キャラクタイラストにおける，立体的なフローエフェクト
作成の補助

方法：ろくろ型三次元透明キャンバス上の描画手法を開発
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